
 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年 

伊豆の国市教育委員会 9 月定例会 

会議録  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

令和５年伊豆の国市教育委員会９月定例会 

 

開会年月日  令和５年９月 21日（木） 午後３時 00分～午後５時 10分 

場   所  長岡庁舎 第 4会議室 

日   程 

１ 冒 頭（学校教育課長） 

２ 開 会（教育長） 

３ 会議録署名委員の決定（教育長） 

４ 会期の決定（学校教育課長） 

５ ８月定例会会議録の承認（学校教育課長） 

６ 教育長報告（教育長） 

７ 議事日程（議事進行：教育長） 

 

日程第 1 報告第 28号 
伊豆の国市外部公益通報の処理に関する要綱の制定につ

いて 

日程第 2 報告第 29号 
伊豆の国市職員等からの内部公益通報処理に関する要綱

の制定について 

日程第 3 報告第 30号 
伊豆の国市給食費等支援金（小中学校）交付要綱の制定

について 

日程第 4 報告第 31号 
伊豆の国市給食費等支援金（就学前子ども）交付要綱の

制定について 

日程第 5 報告第 32号 
伊豆の国市給食費等支援金（教育・保育施設）交付要綱

の制定について 

日程第 6 報告第 33号 伊豆の国市立長岡幼稚園運営規程の一部改正について 

日程第 7 報告第 34号 伊豆の国市立共和幼稚園運営規程の一部改正について 

日程第 8 報告第 35号 伊豆の国市立富士美幼稚園運営規程の一部改正について 



 

 

日程第 9 報告第 36号 伊豆の国市立のぞみ幼稚園運営規程の一部改正について 

日程第 10 報告第 37号 伊豆の国市立田京幼稚園運営規程の一部改正について 

日程第 11 報告第 38号 伊豆の国市立長岡保育園運営規程の一部改正について 

日程第 12 報告第 39号 伊豆の国市立あゆみ保育園運営規程の一部を正について 

日程第 13 報告第 40号 
伊豆の国市立ひまわり保育園運営規程の一部改正につい

て 

日程第 14 報告第 41号 準要保護児童生徒の就学援助資格の取消について 

日程第 15 議案第 43号 伊豆の国市文化財展示施設基本構想の承認について 

日程第 16 議案第 44号 
伊豆の国市教育委員会の事務事業に関する自己点検・評

価報告書（令和４年度執行分）の承認について 

日程第 17 議案第 45号 準要保護児童生徒の就学援助資格の新規認定について 

日程第 18 議案第 46号 伊豆の国市学校医（園医）の解嘱及び委嘱について 

日程第 19 議案第 47号 伊豆の国市公民館運営審議会委員の委嘱について 

 

８ 閉 会（教育長） 

出 席 者  教育委員会 教育長       菊 池 之 利 

            同   委 員       岩 田 幸 晴 

            同   委 員       小 池 陽 子 

            同   委 員       清 水 照 子 

            同   委 員       前 田 泰 宏 



 

 

          説明に出席した者の職氏名 

  教育部長          佐 藤 政 志 

  教育施設整備課長      室 野 弘 毅 

生涯学習課長        山 本 浩 之 

  文化財課長         工 藤 雄一郎 

  幼児教育課長        平 井 良 忠 

  学校教育課統括監      内 田 繁 樹 

  学校教育課教育支援監    濵 田 晃 治 

  企画財政部長        守 野 充 義 

  まちづくり政策監      小 池 正 登 

  企画課長          秋 山 貴 宏 

 会議に出席した事務局の職氏名 

学校教育課長         植 松 正 輝 

教育総務係長        土 屋 尚 子 

学校教育課教育総務係    川 口 真由美 

９ その他（進行：学校教育課長） 

① 小・中学校の児童・生徒の問題行動について 

② 次回以降の定例教育委員会の開催について 

 



 

 

■植松学校教育課長 

  皆さま、こんにちは。本日は、お忙しい中、ご出席いただきありがとうございます。 

開会に先立ちまして、菊池教育長より皆さまにごあいさつ申し上げます。 

■菊池教育長 

＜略＞ 

■菊池教育長 

本日は、４名出席しておりますので、委員会は成立しております。 

ただいまより、令和５年教育委員会９月定例会を開催いたします。本日の会議録に署

名する委員は、小池委員と前田委員にお願いいたします。 

■植松学校教育課長 

  本日の議事日程は、お手元に配付したとおりでございます。 

  なお、議案の第 46号、47号については、追加案件になります。ご了承ください。 

また、会議の途中にはなりますが、日程第 10 号議案第 43 号では、企画課から説明に

参りますので、ご承知おきくださるようお願いいたします。 

会期につきましては、本日９月 21日、１日のみということで処理をしたいと思います

が、いかがでしょうか。 

■委員一同   

（異議なし） 

■植松学校教育課長 

ありがとうございます。本日１日だけということでお願いします。 

次に、先月行いました教育委員会８月定例会開催分の会議録の報告と承認の件に入り

ます。 

会議録の写しを配付してございます。実施日、出席者、議案の案件、議決内容、署名等

の会議内容を記載してございます。こちらについては、見ていただき承認されたという

ことで処理をさせていただきますが、いかがでしょうか。 

■委員一同 

（異議なし） 

■植松学校教育課長 

  ありがとうございます。ここで、教育長から報告事項を申し上げます。 

■菊池教育長 

＜略＞ 

 



 

 

■植松学校教育課長 

この後、議事に入りますが、ここからの進行は、菊池教育長にお願いいたします。 

■菊池教育長 

  それでは、本日の議事日程に入ります。 

  日程第 1 報告第 28号「伊豆の国市外部公益通報の処理に関する要綱の制定につい

て」の説明ですが、日程第２ 報告第 29号「伊豆の国市職員等からの内部公益通報処

理に関する要綱の制定について」と関連があるでしょうか。 

■植松学校教育課長 

  はい。関連するものですので、併せて説明をさせていただきたいと思います。 

■菊池教育長 

  それでは、日程第 1 報告第 28号「伊豆の国市外部公益通報の処理に関する要綱の

制定について」、併せて、日程第２ 報告第 29号「伊豆の国市職員等からの内部公益

通報処理に関する要綱の制定について」の説明をお願いします。 

■植松学校教育課長 

学校教育課の植松です。「伊豆の国市外部公益通報の処理に関する要綱の制定につい

て」と「伊豆の国市職員等からの内部公益通報処理に関する要綱の制定について」は

内容が関連しますので、併せて説明をさせていただきます。 

先ず、この要綱を定めるに当たり、基となる公益通報保護法について説明いたしま

す。この公益通報保護法は、事業所等の不正等を労働者が通報・告発をした際に、通

報した労働者に不利益が生じないように保護する法律です。この法律に基づいて、通

報の手段、通報を受けた後の組織による調査や処理について要綱において定めるもの

です。労働者等が行う「公益通報」についてですが、事業者内部の法令違反行為につ

いて、そこで働く労働者等が不正の目的ではなく(情報を隠匿するための見返り等を言

うと思われる)、「事業者内部」や「その法令違反行為について処分等を行う権限のあ

る行政機関」、また、「報道機関等の事業者外部」のいずれかに所定の要件を満たして

通報することをいいます。 

重ねてとなりますが、今般、公益通報保護法の改正に伴いまして、本市におきまし

ても、市役所内部の窓口の取扱い、通報者の解雇や不利益な取り扱いの禁止、情報に

基づいた是正措置について、外部及び内部からの通報処理に関して要綱を定めたもの

です。説明は以上です。 

■菊池教育長 

  説明が終わりました。何かご質問はございますか。 



 

 

  よろしいでしょうか。 

■菊池教育長 

  続きまして、日程第３ 報告第 30号「伊豆の国市給食費等支援金（小中学校）につ

いて」ですが、こちらはいかがでしょうか。 

■植松学校教育課長 

  日程第３ 報告第 30号から、日程第５ 報告第 32号については、内容が同じで対象

が別ということと、日程第６ 報告 33号から、日程第 13 報告第 40号までに関連する

ものですので、学校教育課から一括で説明させていただきます。 

■菊池教育長 

  それでは、日程第３ 報告第 30号から日程第５ 報告第 32号の説明をお願いします。 

■植松学校教育課長 

  学校教育課の植松です。 

報告第 30号、報告第 31号、報告第 32号の「伊豆の国市給食費等支援金(小中学校)

交付要綱の制定」、「伊豆の国市給食費等支援金(就学前こども)交付要綱の制定」、「伊

豆の国市給食費等支援金(教育・保育施設)交付要綱の制定」についていずれも内容が

関連しますので、併せて説明をします。 

８月教育委員会定例会において、「伊豆の国市学校給食費の管理に関する条例施行規

則の一部を改正する規則の制定について」説明をさせていただいた内容と重複いたし

ます。重ねてとなりますが、国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

を活用して、伊豆の国市立の教育機関等において日常的に給食を食べる子どもに関し

ては、２学期分の給食費は徴収しないといたしました。 

ただし、いずれかの理由により給食を食べない子ども、幼稚園や保育園に通ってい

ない子ども、また、市外の教育機関等に通う子どものいる家庭には、給食費不徴収に

代わり相当額を支援するものです。この制度施行に当たり、対象ごとに３本の要綱を

定めたものとなります。 

なお、対象者におきましては、各月１日を基準として、事務局より通知し対象世帯

より申請をいただくこととなります。説明は以上です。 

■菊池教育長 

  説明が終わりました。日程第３ 報告第 30号から日程第５ 報告第 32号までにつ

いて何か質問はございますか。 

  宜しいでしょうか。 

 



 

 

■菊池教育長 

  続きまして、日程第６ 報告第 33号から日程第 13 報告第 40号までの説明を一括

して説明をお願いします。 

■平井幼児教育課長 

 幼児教育課の平井です。 

報告第 33 号「伊豆の国市長岡幼稚園運営規程の一部改正」から、第 40 号「伊豆の

国市ひまわり保育園運営規程の一部改正」までは、先ほど学校教育課長が説明しまし

た給食費等支援金を伴うもので、改正内容が全て同じことから、一括で説明させてい

ただきます。 

報告第31号から第37号までの各幼稚園の運営規定に、給食費の負担の特例として、

「第９条の規定にかかわらず、令和５年９月分から同年 12月分までの給食費のうち主

食費及び給食費のうち副食費については、教育・保育給付認定保護者から負担を受け

ない。」の条文を追加いたしました。 

次に、第 38 号から第 40 号までの各保育園の運営規定の規則に、同じく給食費の負

担の特例として、「第８条第２項の規定にかかわらず、令和５年９月分から同年 12 月

分までの給食費のうち主食費（月～金曜日）及び給食費のうち副食費（月～金曜日）

については、教育・保育給付認定保護者から負担を受けない。」の条文を追加いたしま

した。こちらにつきましては幼稚園規定と内容は同じですが、月曜日から金曜日まで

に提供した給食を対象としております。土曜保育分につきましては、保育希望者のみ

が利用しておりますので、対象から外しております。説明は以上です。 

■菊池教育長 

  説明が終わりました。日程第６ 報告第 33号から日程第 13 報告第 40号までにつ

いて何か質問はございますか。 

  宜しいでしょうか。 

■菊池教育長 

  続きまして、日程第 14 報告第 41 号「準要保護児童生徒の就学援助資格の取消に

ついて」の説明をお願いします。 

■植松学校教育課長 

＜略＞ 

■菊池教育長 

  続きまして、日程第 15 議案第 43 号「伊豆の国市文化財展示施設基本構想の承認

について」の説明をお願いします。 



 

 

■小池まちづくり政策監 

詳しい基本構想の説明に入る前に、私から少しお話をさせていただきたいと思いま

す。 

文化財展示施設については、教育委員の皆様にも、過去に説明を要所でさせていた

だいていると思います。 

今回は文化財展示施設の基本計画を策定するに当たり、基本計画のベースとなる基

本的な考え方を、基本構想という形で取りまとめさせていただきたいと思います。 

何故この教育委員会にお諮りするのかと申しますと、先ほど教育長からも説明があ

りましたとおり、この事務に関しては本来教育委員会の事務になります。それを補助

執行というかたちで、市長部局の企画課で事務をさせていただいております。基本計

画の策定に係る役所内の調整に関する事務については、市長部局の企画課で現在やら

せていただいております。そのようなことで、私共から教育委員会定例会に議案とし

て諮らせていただくものです。 

教育委員会におきましては、1 件 130 万円以上の工事計画を策定することが教育長

に委任されておりません。従いまして、この教育委員会定例会で委員の皆様のご承認

をいただくことになります。 

もう一点、教育委員会の権限に属する事務の委任等に関する規則の第２条に、重要

な事務等の特例がございまして、「紛議論争のある事務又はその原因となると認められ

る事務」は、教育長に委任されている事務であっても、教育委員会の決定に付さなけ

ればならないという規定がございます。 

先だってこの基本計画の策定を含む補正予算につきましては、市議会の方で可決さ

れております。ただし、15人中 14人の賛成で、1名反対される方がおりました。おそ

らくですが、文化財展示施設基本計画策定について議事内容を見ますと、承認できな

かった、というような認識でおります。 

したがいまして、そのようなこともあり、この基本構想の策定に関しては教育委員

会の承認をいただいておく必要があるということで、今回、説明をさせていただきた

く思います。 

それでは、基本構想の具体的な説明を、秋山課長からいたしますのでよろしくお願

いします。 

■秋山企画課長 

企画課の秋山です。 

この基本構想ですが、施設の設置に向けて施設が目指す姿や、展示、教育普及活動



 

 

の計画、事業スケジュールなどの方向性を明らかにするものでございます。 

基本構想の資料１ページをご覧ください。 

一章 構想の策定「1構想策定の背景」ということで、冒頭３段落にわたり現在の市

の概要を記載してございます。その後、４段落目から文化財行政を巡る現状と課題、

その解決策を記載してございます。現在、伊豆の国市郷土資料館において歴史文化の

紹介をしております。しかし、郷土資料館は展示面積が約 200 ㎡で、十分なスペース

が確保されていません。また、国指定の山木遺跡の出土品を提示することができない

状態にあります。さらには、その立地から児童生徒による地域学習及び来訪者の周遊

との連動性の点で課題となっています。その他、韮山反射炉、江川家住宅、願成就院

等におきましては、それぞれ公開活用が図られているものの、いずれも個別の文化財

に関するものであることから、市民や来訪者に対して、本市の歴史文化の全体像を十

分に伝えることができていない状況であるということ。そのような課題解決に向けて、

新たな文化財展示施設を設置することとしたものです。 

２ページをご覧ください。「2 基本理念（目指す姿）」でございます。歴史に学び、

現在と向き合い、未来を拓く人を育むということで、この施設は過去と現在そして未

来を見据えた施設であるということです。伊豆の国の歴史に触れ、感じ、学び、そし

てフィールドを巡る拠点となる空間。こちらは施設単体で完結するものではなくて、

あくまでも事前学習として、そこで触れて感じて学んでフィールドを巡る拠点となる

空間という位置づけにしてございます。 

資料下段の「市民一人ひとりが、先人たちから守り伝えられてきた歴史を学びます。 

学びを通じて現在と向き合い、考え、成長します。文化の継承、創造の担い手として、

未来を切り拓きます。」ということで、これまでも申し上げてまいりました第 1の目的

は教育です。その教育というのは、子どもに限ったことではありません。生涯学習と

して年齢にかかわらず地域の歴史を見直す、学び直す施設であってほしいと思います。

本施設が文化の継承創造の担い手であります子どもたちの人材育成として、未来を切

り拓く学びの場にしたいと考えております。 

「3 基本方針」が基本理念を具現化するために、もう少しかみ砕いたものとなりま

す。 

１つ目は、本市の多様な歴史文化の本質や価値、魅力を発信する空間ということに

なります。 

２つ目は、地域の学習拠点となる空間、そして地域の交流拠点となる空間、市内の

歴史・観光周遊の拠点となる空間、環境やユニバーサルデザインに配慮した空間です。 



 

 

教育が第 1 の目的であると言いましが、市がある程度の予算をかけて建設する施設

ですので、教育はもちろんのこと、地域の交流拠点、それから観光にも資する施設を

目指しています。 

資料３ページをご覧ください。 

２章 施設計画の検討、１整備予定地です。整備予定地はこれまでにもお伝えしまし

たとおり、韮山時代劇場の大駐車場を予定しております。先般の市議会 9月議会では、

韮山反射炉の駐車場の方が適当ではないかというようなご意見もありましたが、我々

としましては、ここに記載してある理由により韮山時代劇場駐車場内が最適地である

という判断をしております。 

本施設の整備予定地は、郷土学習との連携、市民・来訪者の利便性、財政負担及び

施設活動の効果的な展開等を総合的に勘案し、韮山時代劇場大駐車場内とします。当

地は、市内の史跡等が立地する中心に位置し、また、韮山駅から徒歩５分の位置に立

地することから、児童・生徒の郷土学習および来訪者の市内周遊の導入拠点として適

しています。 

また、現状において市有地であることから、用地確保に係る財政負担も生じません。 

さらに、韮山時代劇場に隣接していることから、講演会・セミナー及び体験学習・

ワークショップ等を同劇場内の施設において開催するなど、一体的な利活用が可能で

あり、より充実した施設活動の展開を図ることができることから整備予定地を選定し

ているものでございます。 

続きまして４ページをご覧ください。 

「2 諸室機能」として施設に配置するスペース、それからその概要を記載してござ

います。上から機能順に、展示機能、観光案内機能、調査・研究機能、管理・運営機

能、共用部分です。 

この施設は３階建てなのですが、常設展示室、企画展示室、展示準備室を２階に設

置する予定です。展示室ですので貴重な文化財を展示するわけですが、万が一浸水被

害等があった場合には１階よりも２階にあった方が安全ですので、その意味も含めま

して２階にこれらを設置するものです。そして展望室。360度パノラマ展望に、位置情

報を示すパネルを設置する予定ですがこちらは３階になります。エレベーター等は１

階から３階まで掛かりますけれども、基本的に他のスペースは全て１階に配置するこ

とを想定しています。 

資料下部に、韮山時代劇場の各施設の規模や、想定する事業等も記載しております。 

大ホールも使えますし、映像ホールも使えます。様々なスペースを活用できます。こ



 

 

ちらは一体利用することで、より効果的な事業展開ができるわけです。例えば、韮山 

反射炉の駐車場に設置した場合は、これらの機能を果たすところが近隣にありません

ので、これらも含めた施設で大規模なものにするのか、予算の制限もありますのでと

てもそういうことはできません。そういった意味でも、韮山時代劇場の大駐車場に設

置して、この韮山時代劇場の各施設と一体的な利用、活用を図ることは合理的である

と考えております。 

資料５ページの機能構成図をご覧ください。中心に今回の文化財展示施設が持つ機

能を示してあります。重要なことは、この立地が周辺史跡等の中心に位置するという

ことです。先ほど申し上げたように、この施設はフィールドを巡る拠点空間としての

役割も併せ持つものとするので、このような機能を構成することになります。 

つぎに資料 7ページ「3章 管理運営計画の検討」に移ります。 

「1 基本的な考え方」は記載のとおりです。「2 開館形態」でございます。開館日、

開館時間、観覧料を記載してあります。具体的なことは当然、現段階で示しているも

のではございませんが、一般的に博物館ですとか図書館、文化センターといった施設

は、月曜日を休館とすることが多いです。しかし、本施設につきましては、周辺の史

跡を巡る拠点ということもありますので、韮山反射炉や江川邸、願成就院といった施

設の休館日、開館時間なども踏まえて総合的に勘案し決定したいと思っています。韮

山反射炉は、毎月第 3 水曜日が休館日。江川邸は水曜日が早上がり、早仕舞いですけ

れども、願成就院は火曜日、水曜日が休みということですので、この新たな文化財展

示施設を、月曜日休みとするのは効果的ではありませんので、そのようなことも踏ま

えて考えます。ただ、現状韮山時代劇場という施設は、毎週月曜日が休館日となって

おります。そこで、合わせるかどうかというのは、今後すり合わせが必要になります

が、現段階では無理にそこで合わせるのではなく、やはり韮山反射炉、江川邸との連

動を考えた方が得策であろうと思っています。韮山時代劇場と一体的な活用と言って

おりますが、学校に対しては月曜日が休館日ですので、ひだまり広場等は使えません

よと言っておけば、それは事前に調整が可能ですので、そういった方向で組み合わせ

をしていきたいと思っております。 

観覧料ですけれども、当然無料のほうが来館者が多いわけですが、施設の維持管理

という面では、観覧料収入というのは貴重になりますので、この辺りも今後検討して

決定していくこととなります。 

関連施設機関等との連携は、当たり前といえば当たり前のことを記載しております

ので、省略させていただきます。 



 

 

続きまして８ページの管理運営組織です。委員の皆様も指定管理者制度というのは、

お聞きになられたことがあると思います。民間のノウハウを生かして経費の削減、そ

れから利用者の増加ということで、伊豆の国市内で効果的に良い運用がされているの

は、この隣にある温水プールであると思われます。民間に運営を任せることが指定管

理者制度になります。伊豆の国市も含め、基本的に自治体が新たに公共施設を作った

ときには、まずこの指定管理者制度を導入できないかということを検討する必要があ

りますので、この施設につきましても導入の可能性を検討することとなります。 

資料９ページをご覧ください。 

「4章 展示計画の検討」です。この施設の肝の一つである展示に関することになり

ます。 

「1 基本方針」にありますけれども、この時代ですので、最も効果的に表現するた

めに様々な手法、デジタルですとかＩＴなどを想定しておりますが、そういったもの

を駆使して、的確かつ分かりやすく発信し、来館者の理解を深めるとともに、現地へ

の来訪に導くことを目的として展示の計画を策定してまいります。 

次に「2 構成」です。展示に関して一番重要で、これから市民に対しても強調して

いきたいと考えているのは、２階に配置すると説明した常設展示と企画展示だけでは

展示は構成完結するものではございません。玄関から入ってエントランス、それから

最後３階の展望室に至るまで、導入から最後まで一連の展示が、それぞれ一貫性を確

保しつつ、来館者の理解増進に貢献する最適のパッケージとします。展示を点ではな

く、線・面で捉えて考えていくというように思っております。 

「1 エントランス展示（プロローグ展示）」と称しておりますが、ここではまず施

設の導入といたしまして、本市の歴史全体を俯瞰するとともにのちの展示への興味を

いざなう展示とする。また、市内周遊に向けた観光情報を発信するということで考え

ております。 

「2 市民交流展示」こちらは市民による様々な文化活動の成果等を表し、あらゆる

世代の交流を促進するとともに、新たな活動や取り組みの創造を支援する展示とする

としております。 

事実として、この施設の設置に向けましては整備予定地、それから規模、形態等々、

時間もないこともありまして、一番いい方策を考えて進めているというのは実態とし

てあります。ただこれから市民の皆様の意見も当然伺っていくのですけれども、その

中で市民交流展示のスペースに関しましてはここに書いてあるとおりなのですが、

我々としては行政主導ではなくて、このスペースに関しては市民の皆さんの意見を聞



 

 

きながら検討していく。ある意味コンセプトといたしましては、市民と共に育てる展

示、市民とともに育てる空間ということで、よりよい活用方法を市民の皆様と一緒に

考えていきたいと思っております。 

「3の常設展示」、「4の企画展示」は記載のとおりです。 

伊豆国市の歴史文化財の質と量からすれば広ければ広いほど良い、ただ、出土品を

全部どんどん並べるための広さが必要ということではありません。伊豆の国市には、

コンテナ箱で 3,000 箱ほどの出土遺物がありますので、どれだけの広さがあっても並

べ切ることはできませんので、ここにそれを並べたいということではなくて、当然本

物も見せたいという思いで展示するものです。けれども、先ほど言いましたように、

より来館者がわかりやすいような手法、例えばデジタルの映像、例えば模型そういっ

たものを配置して、存分に堪能していただく、学んでいただくためのスペースとした

いです。スタッフ人材は当然これに合わせて採用もして育成もしていくのですけれど

も、市としては何人もここに費やすことはできません。あまり欲張って、広く企画展

示室を設置しましても展示会に追われて、それぞれ一つ一つの企画展示に注力するこ

とができないということでは意味がありませんので、毎回知恵を絞って、企画展をし

ていくということです。このような若干偏りがあるかなという印象をお持ちかもしれ

ませんが、そこはメリハリをつけてということでご理解をいただきたいと思います。 

資料９ページに戻りまして、「5の展望展示」。３階に展望室。予算の問題もあります

が、現段階ではガラス張りで 360 度視界が確保できるところにしたいと思っています

けれども、床面に伊豆の国市の航空写真を貼りたいと思っています。例えば韮山反射

炉ガイダンスセンターに同じような仕掛けがありますが、あそこは韮山反射炉の周辺

のみの航空写真で大きさの問題もあります。こちらも大きさの問題もありますので、

まだ実現できるか分かりませんけれども、市内全域というのは間違いなく難しい。そ

ういった中で、この施設周辺ですと率直に言えば韮山周辺、韮山地区になるのですが、

我々が今検討してなんとか成し遂げたいと思っているのは、市内の６つの小学校は必

ず入るような航空写真に何とかできないかということで思っています。これらを見て、

子どもたちが親しみをもって、その地図を見て外を見ていただくのは当然ありがたい

のですけれども、それとあわせてここの３階の意味というのは、これまでの 1 階、エ

ントランスから連なる一連の各展示により得た知識を、実感を持って深めるとともに、

現地を巡る気持ちを高めるための展示と、そういう意味も併せ持たせたいと考えてい

ます。 

続いて「常設展示の概要」です。 



 

 

こちらは基本的には、伊豆の国市の通史になります。これを様々な手法を駆使して

展示しようというものです。 

資料 10ページをご覧ください。通史といいましても、時代軸とすると、縄文時代が

あって弥生時代があってということになるのですけれども、これらある程度テーマを

定めて、例えば縄文・弥生・古墳から奈良初頭であれば人の定着からイズノクニ形成

への足跡ということで、テーマを設けて展示をしていくと考えております。それが中

世、近世、近代と続くわけですけれども、この時代軸で言いますと、全てを平たく展

示することは考えていません。当然のことながら、ここの施設で事細かに解説までを

するのではなくて、この候補地の周辺に本物がありますので、ぜひそこに行って実物

を見てください、というような誘導する展示にしたいと考えています。 

資料 11ページをご覧ください。これまでもそうですし、これからも市民への説明の

中では度々表現をさせていただくと思いますが、重層的に連なるということを我々よ

く言っております。古代から現在まで重層的に繋がる、連なるそんなところは全国で

もまれで、それを示すのが資料 11ページの、人の定着からイズノクニ形成への足跡か

らずっと現在まで、いついかなるときも日本の歴史の表舞台に立ってきた地であると

いうことがこれで示しているということです。 

これまで触れませんでしたが、「山川の自然のもとで現代に続く地域文化」これも非

常に重要であると我々も認識しておりますし、専門家からも指摘を受けています。具

体的には、例えば現在の狩野川。狩野川も歴史上のいろいろな変遷があるわけですけ

れども、今、あのような形で流れている狩野川。それから、城山とかの歴史もあるわ

けですし、さらには人の営みということで、専門家から言われていますのは、イチゴ

狩りの歴史といったことも非常に伊豆の国市の重要な要素、歴史の一部であるという

ことは言われています。そのような、これまでなかなか行き届かなかったことにも光

を当てて、市民に知っていただくような展示にしたいと考えております。ただ、これ

ら地域文化の展示については常設展示でというよりは、エントランスの冒頭、導入で

市の歴史全体を一貫して紹介する映像ですとか、２階の企画展示室でテーマを定めて、

今回はこれにスポットを当ててというような形で紹介をしていきたいと考えています。 

続いて 12ページをご覧ください。 

「5章 教育普及活動計画の検討」です。展示と合わせてこれも肝の一つです。基本

構想段階ということで、この１ページに収まってしまっていますが、これに関しては

今年の４月以降、職員が各地の事例研究や聞き取りを通じて、かなり多くのアイデア

をストックしています。基本構想ではこの程度の書きぶりにとどめていますが基本計



 

 

画ではかなり踏み込んだ記載ができますし、必要に応じて教育委員会の意見も伺いた

いと思います。我々が思い描いていることをもっと詳しくご説明させていただく機会

があればとも考えています。 

最後になりますが、資料 13ページ「6章 事業スケジュール」です。大まかな、スケ

ジュールを記載しております。厳しいスケジュールであることは間違いありません。

決まっているのは令和 8 年 4 月開館、令和 7 年度末までに完成させるということでご

ざいます。いろいろご心配をいただいておりますが、間に合わせるしかないというこ

とで我々一丸となって進めておりますので、皆様にもご理解とご協力をいただきたい

と思います。この事業スケジュールは、基本構想策定段階において想定しているスケ

ジュールですので、今後詳細な検討を行うものです。以上です。 

■菊池教育長 

  ありがとうございました。 

  多くの説明で委員の皆さま、ご意見、感想等まとまりにくいかもしれませんが、内

容についてご理解いただけましたでしょうか、 

  それでは、ご意見、感想をぜひ委員の皆さま一人ひとりからお伺いしたいと思いま

す、よろしいでしょうか。 

■清水委員 

先ほど説明があった市民交流スペースですが、市民に年間どれだけ使ってもらえれ

ばという大体の案というか、利用してもらえるという期待はあるのでしょうか。 

■秋山企画課長 

基本的には、展示会など年間を通じてフル稼働してもらいたいと我々としては考え

ています。当初思い描いていたものよりも、広くしたいということで事務局としては

考えています、先ほども言いましたけれども、基本的に市民の活動や成果を披露する

ものであれば、それは文化財ではなくても文化活動であれば、なんでもいいのではな

いかと。それは２ヶ月で交代しようとか、そういったサイクルなどもこれから市民の

皆さんとお話をしながら、一番効果的な活用方法を皆さんと一緒に模索していきたい

と考えています。 

■清水委員 

市民交流スペースは個人で利用するには広すぎませんか。また、調査研究室という

のはそこで研究されると思うのですけど、外から見られるような形の展示室になるの

か、閉鎖されたものになるのかという点をお聞きしたいです。 

 



 

 

■秋山企画課長 

まず市民交流スペースについてですが、当然広めにとってあります。例えばですが、

パーテーションで区切って２団体を同じ期間で披露していただくということも考えら

れると思いますし、その辺もまた考えていきたいと思っております。 

２つ目の常設展示室で言いますと、大河ドラマ館の時にも使った手法なのですが、

パーテーションを利用して動線をジグザグにすることでより大きく効果的な活用がで

きますので、展示の効果的な見せ方というのもできるのではないかと今のところ思い

描いています。 

３つ目の調査研究室は、オープンにして学芸員なり職員が調査研究しているところ

を見ていただくというのも良いことだとは思います。ただ、ここは本を読んで研究し

たりする本当に内部的な事務研究をする場所なので、現在のところは公開することは

考えていません。例えば、土器の修復作業を外から見えるように仕立てている博物館

があるのは承知していますけれども、ここのスペースは少し意味合いが違いますので、

現段階では見えるような仕掛けは考えていません。 

■清水委員 

今ある資料を有効的に保存できるような、そういう場所がもう少しあるかと思って

いました。展示しないで、湿度や温度などをしっかり管理できるところがあるのかな

と思ったのですが、そのようなものはここには置かずに、今までとおりということで

しょうか。 

■秋山企画課長 

だからこそ文化財展示室で、博物館という名称は使っていないのですけれども。限

られた予算、合併特例債等の有利な制度を使って、12億円の施設を４億円の市の負担

でできると言いつつ時代劇場の隣に作った意味と一緒なのですが、いろいろなものを

詰め込んでいくと、いろいろな施設を諦めていかなければならないということになり

ます。そのような収蔵施設は、現在、旧大仁東小学校にあるのでそのままにして、今

回はここの展示スペースを多くして市民に見てもらいたい。収蔵スペースというのは、

基本的には市民が見ることができないバックヤードになります。市民にこれまでの調

査研究の成果を還元することを第一に優先して、存分に展示スペースを確保する。そ

の代わり収蔵スペースは今あるところを維持していくというような考えで計画をして

います。 

■清水委員 

  分かりました。 



 

 

■菊池教育長 

  宜しいでしょうか。その他いかがでしょうか。 

■岩田委員 

再確認になりますが、今ある郷土資料館１階の山木遺跡出土品等は持ってこないで、

現在の出土品収蔵庫を使って保管をしていくという話しですね。 

■秋山企画課長 

現在、収蔵しているところは旧大仁東小学校と、郷土資料館の 1 階です。郷土資料

館の１階は国指定の山木遺跡のための収蔵庫になります。その山木遺跡の収蔵品を今、

環境が整っていないため公開できない状況です。今回の施設を思い描いた理由の一つ

が、その眠ってしまっている国指定の山木遺跡遺物を市民に見てもらいたい、本物を

見てもらいたいためにこの施設をつくるということです。ただ、全部を持っていき展

示することはできませんので、基本的には今の 1 階に収蔵しつつ、その中からより子

どもに見てもらいたい、皆さんに見てもらいたい 20 点から 30 点を想定していますけ

れども、それらを新しい展示施設に展示し、残りは今の状態でしっかり保存していく

考えです。 

■岩田委員 

  もう一点良いでしょうか。せっかくの施設なので、市内の小・中学生に見てもらい

たいのは当たり前なのですけれど、市外の小中学生に見てもらうような機会、例えば

そういう情報はどのように発信していく予定でしょうか。 

■秋山企画課長 

今でも潜在的にそのような要望はあります。あまり以前の話をしても余計なことか

もしれませんが、江川邸の隣に韮山郷土史料館があった時には市内外合わせて年間約

4,000人の児童が訪れていました。そのようなことから、4,000人、5,000人といった子

どもたちには来ていただけるでしょう。 

加えて、毎年近隣の小学校には火起こし体験の案内もしていますので、伊豆の国市

がそのような教育プログラムを展開していることを先生方もご存知です。その案内に、

今度こういったものもできますよということを載せて、周知を図っていきたいし、利

用していただきたいと考えています。 

■小池まちづくり政策監 

学校の数でいうと 40 校、多いときで 50 校くらいが見学に訪れていた実績もござい

ます。ですので、今回は立地としても駅から歩いて５分程度のところですので、相当

に期待できると思います。 



 

 

■菊池教育長 

  宜しいでしょうか。小池委員、他にありますでしょうか。 

■小池委員 

清水委員の３つ目の質問と同じようなことでしたので理解できました。 

■菊池教育長 

  宜しいでしょうか。前田委員、他にありますでしょうか。 

■前田委員 

質問でなく感想ですが、先月、文化財調査室を案内していただき、非常に興味を引

く話を聞かせてもらいました。大人であっても、これから関心を持つ人も増えてくる

可能性もあると思います。新しい施設でも、そのような興味を引く話を聞ける機会が

あるといいなと思います。 

  加えて体験型プログラムの話に通じるのですが、やはり体験することで新しく興味

を持つ子どもたちも出てくると思いますので、学校単位の活動だけでなく、気軽に観

光などで立ち寄って、今ならこれができるよという体験がいくつかあるといいですね。 

そうすると、立ち寄りやすくもなると思いますので、その辺の検討をお願いします。 

■菊池教育長 

  秋山課長どうぞ。 

■秋山企画課長 

  ありがとうございます。 

まさしく、おっしゃられた点をちょうど今、我々のスタッフがあちこち学び取って

いるところでして、例えば何月何日何曜日からこういった体験教室をやりますよと。 

現在、郷土資料館でワークショップ等があります。そのようなことも、もちろん継

続的にやっていきたいと思いますが、そこまで気負わずに、ふらりと立ち寄ったらこ

んなのをやっていたよというような開館時間中にちょっと触れる、そういった機会も

設けたいと考えます。そのためには、スタッフが常駐しなければいけないなど問題は

ありますが、できない理由を探すのではなく、できる方法で様々な展開をしていきた

いと考えています。 

■菊池教育長 

  宜しいでしょうか。その他いかがでしょうか。 

■守野企画財政部長 

今回、文化財展示室を建設するということで市議会にお諮りをしています。最初に

説明があったように、基本計画、予算もいただいて前に進めていこうと思っています。 



 

 

その中で、建てることは議員、これから説明する市民にも賛成していただくつもり

でいるのですが、設置場所について、今は時代劇場の大駐車場を想定していますが、

一方で韮山反射炉がいいのでは、というかたも実はいらっしゃいます。韮山反射炉と

相乗効果があればいいだろうというかたもいるのですが、我々とすると冒頭の説明に

あったように駅が近く、それから子どもたちも容易に来られる。市内外の子どもたち、

大人たちも来られるし、観光客もこられる。それはどう考えても駅の近くがいいだろ

うと思っています。私は、この施設が中心になって、この施設で全体を見てから他へ

回ってもらいましょうというコンセプトの中で、今時代劇場の大駐車場を想定してい

るのですが、それについて何かご意見をいただきたいと思うのですが、いかがでしょ

うか。 

■菊池教育長 

  いま企画財政部長から話しがありましたが、委員の皆さま、ご意見、感想あります

でしょうか。 

■守野企画財政部長 

我々はいま説明した理由を持って、ここにしたいという思いがあるのですけど、一

方では別のご意見もございますので、ぜひ、様々なご意見をいただければと。 

韮山反射炉はガイダンスセンターはあるのですけれども、どうしても世界遺産とい

う緩衝地帯にあるので、当然またユネスコの許可が必要だったりします。また、世界

遺産ということで景観条例を考慮したり、駐車場がみんな借地なのです。よって、地

権者との交渉も必要になる場合もあります。 

ある人の意見では、世界遺産の韮山反射炉なのだから反射炉に関したものならいい

かもしれない。しかし、文化財全体のものを、その反射炉のところに置くのはどうか

というご意見もあります。 

子どもたちの利便性を考えたり、いろいろなことを総合的に考えると、やはり韮山

時代劇場の大駐車場がいいと考えているのですが、その辺を教育委員皆さんはどうお

考えか、もしご意見をいただければと思います。 

■菊池教育長 

  清水委員どうでしょうか。 

■清水委員 

  私が最初に考えたのは、韮山時代劇場利用者の駐車場自体が狭くなってしまうのが

心配だったのですけれど、とりあえず他にもあって大丈夫というお話だったので、そ

こはクリアできました。市内の子どもたちも韮山時代劇場に集まって、そこから歩い



 

 

て行動できるので、私は韮山時代劇場に作ればいいかなと思うのです。その他に、各

施設を回るのも、全部回ったらいくら割引とかがあればいいと思います。観光客の人

は電車で来るより、やはり自家用車利用が多いと思うので、史跡が離れていても足が

遠のくというのは少ないかなと思うのです。 

■菊池教育長 

  小池委員どうでしょうか。 

■小池委員 

私も韮山時代劇場周辺にできたらベストだと思っています。あの広い駐車場を四分

割するとしましたら、どの当たりを考えていらっしゃるのですか。 

■守野企画財政部長 

南側を考えています。防火水槽などを考えながら、なるべく一番南側の奥の方で考

えています。 

■秋山企画課長 

南側に道路がありますよね。一般のお客さんに迷惑掛からずに、そこを展示物の搬

入路としても使えますので、一番南側かなというふうに考えています。 

■菊池教育長 

  岩田委員どうでしょうか。 

■岩田委員 

私も企画財政部長がおっしゃったように、利便性を考えれば、こちらの駐車場が使

いやすいと思います。 

■菊池教育長 

  前田委員どうでしょうか。 

■前田委員 

私も韮山時代劇場の大駐車場のほうが良いと思います。全体の広さを考えても、韮

山反射炉のところに建てると、さらにあの辺りが狭くなってしまう問題もあるでしょ

うし、世界遺産というところで難しいこともあるでしょう。 

■佐藤教育部長 

補足ですが、韮山反射炉の駐車場は広いのですけれども、行っていただくとわかり

ますが、現在も土日は自家用車でかなりいっぱいになっているのです。これにまた建

物を建ててしまうと、韮山反射炉の施設としても、駐車場が足りなくなる状況になっ

てしまいます。企画課から説明があったとおり、様々なことを考えたときに、トータ

ル的に韮山時代劇場が一番だということで。 



 

 

教育委員皆さんからも韮山時代劇場の周辺が良いとのご意見を伺ったので、私たち

も非常に安心をして、今後も市民に自信を持って進めていきたいと思っております。 

■菊池教育長 

  よろしいですか。それではお諮りします。議案第 43号「伊豆の国市文化財展示施設

基本構想の承認について」は承認でよろしいでしょうか。 

■委員一同 

 （異議なし） 

■菊池教育長 

  議案第 43号「伊豆の国市文化財展示施設基本構想の承認について」は、承認されま

した。 

■菊池教育長 

  続きまして、日程第 16議案第 44号「伊豆の国市教育委員会の事務事業に関する自

己点検・評価報告書（令和４年度執行分）の承認について」の説明をお願いします。 

■植松学校教育課長 

  学校教育課の植松です。 

  例年行わせていただいておりますが、お手元に案として令和４年度執行の自己点

検・評価報告書をお配りしております。これらを今般作成しましたので、説明させて

いただきます。 

報告書の３ページをお願いします。 

この自己点検・評価につきましては、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

に基づき、当教育委員会が行う事務事業の執行状況に関し、自己点検・評価を行い、

また、外部の有識者による評価を行ったうえで、報告書を作成し、議会に報告のうえ

公表するものと法に定められております。この根拠につきましては、囲み抜粋に法第

26条の１項、２項に記載させていただいております。これらはビジネスにおける PDCA

に相当するものかと思います。これらをもって次年度に改善活動に取り組むよう、法

律によって決められているものです。 

また、同条第２項では、点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し、学識経験

を有する者の知見の活用を図るとされております。 

４年度分執行に当たり、評価委員に、学校長経験者であります髙田幸久様、小・中

学校長会長であります植松研吾様と市 PTA 連絡協議会役員の笹原あすか様の３名を選

任しました。７月から事務事業の評価をお願いして様々なご意見を頂戴したところで

あり、その結果を踏まえて報告書を作成いたしました。 



 

 

報告書の４ページ以降７ページまでは、点検に及んだ教育委員会の各課が所管し、

実施してきた各事業 47 項目について記載してあります。これら 47 の対象項目につい

て、事務事業の達成度を５段階、事業の方向性を４段階として中段の表中の指標によ

り評価を行い９ページから 23ページに渡って記載しています。今行っている定例教育

委員会についても定めがあり、定期で確実に実施しているか、教育委員に報告と承認

を貰っているかなどを外部の評価委員に説明し、評価を頂いています。 

次に、報告書の 24、25ページをお願いします。令和４年度分と、過去３カ年の事業

別評価結果の比較集計となっております。 

報告書の 26 から 27 ページでは、３名の委員からいただいたご意見を委員代表の高

田様にとりまとめていただき、総合評価として頂戴しております。 

最後に、28ページですが、委員の評価を受けて、事業改善に望む菊池教育長のコメ

ントとなっております。以上で説明を終わります。 

■菊池教育長 

  説明が終わりました。何かご質問等はございますか。 

■菊池教育長 

  これについてはここで承認を頂き、ホームページ上で公表するということですよね。 

■植松学校教育課長 

  はい、おっしゃるとおりです。 

  そして承認頂いた際は、報告書というかたちで市議会に提出、報告をいたします。 

■菊池教育長 

  ご質問はございますか。 

■菊池教育長 

  よろしいですか。それではお諮りします。議案第 44号「伊豆の国市教育委員会の事

務事業に関する自己点検・評価報告書（令和 4年度執行分）の承認について」は承認

でよろしいでしょうか。 

■委員一同 

 （異議なし） 

■菊池教育長 

  議案第 44号「伊豆の国市教育委員会の事務事業に関する自己点検・評価報告書（令

和 4年度執行分）の承認について」は、承認されました。 

続きまして、日程第 17 議案第 45 号「準要保護児童生徒の就学援助資格の新規認

定について」の説明をお願いします。 



 

 

■植松学校教育課長 

＜略＞ 

■菊池教育長 

議案第 45号「準要保護児童生徒の就学援助資格の新規認定について」は、承認され

ました。 

  続きまして、日程第 18議案第 46号「伊豆の国市学校医（園医）の解嘱及び委嘱に

ついて」の説明をお願いします。 

■植松学校教育課長 

日程第 18 議案第 46 号「伊豆の国市学校医（園医）の解嘱及び委嘱について」の説

明をします。諸般の事情から、伊豆の国市学校医１名より退任の意向が示されました。

学校保健安全法にもとづき、学校医を設置しなければならないことから、現学校医を

解嘱し、新たな学校医の委嘱について、ここでお諮りをするものであります。 

資料に氏名の記載がありますが、今回、学校医を解嘱する者は、中島恵子医師で長

岡小児クリニックの医師になります。解嘱日は、９月 30日としております。 

これに換わり新たに、同医院の岩村透医師を 10 月１日より今年度３月 31 日まで委

嘱したいとするもので、審議の上、御承認いただけますようお願いいたします。説明

は以上です。 

■菊池教育長 

  説明が終わりました。何かご質問等はございますか。 

■菊池教育長 

  よろしいですか。それではお諮りします。議案第 46号「伊豆の国市学校医（園医）

の解嘱及び委嘱について」は承認でよろしいでしょうか。 

■委員一同 

 （異議なし） 

■菊池教育長 

  議案第 46号「伊豆の国市学校医（園医）の解嘱及び委嘱について」は、承認されま

した。 

  続きまして、日程第 19議案第 47号「伊豆の国市公民館運営審議会委員の委嘱につ

いて」の説明をお願いします。 

■生涯学習課長 

  生涯学習課の山本です。 

日程第 19 議案第 47 号「伊豆の国市公民館運営審議会委員の委嘱について」の説明



 

 

します。本来であれば 5 月からの委嘱となりますが、こちらにつきましては公民館運

営審議会を開くに当たり、委嘱がまだされていなかったということが発覚しました。

大変申し訳ございませんが、ここで提案させて頂くものです。 

資料３ページをご覧ください。委嘱する委員の一覧表となります。再任６名、新任

２名となります。公民館運営審議会は社会教育法第 29条の規定により設置できるもの

とされ、その役割は館長の諮問に応じ、公民館における各種の事業の企画実施につき

調査審議するものとされています。当市における、公民館法における公民館は長岡中

央公民館(あやめ会館)のみとなります。 

委嘱の期間は令和５年５月１日から令和７年４月３０日までの２年間となります。 

なお、鈴木委員については一旦退任され、２年間あいだが空きましたので、経験年

数は８年ですが新任としております。 

本来であれば、委嘱期間終了後ただちに委嘱の手続きをとるところでしたが、遅れ

てしまったことをお詫びいたします。説明は以上となります。 

■菊池教育長 

  説明が終わりました。何かご質問等はございますか。 

■菊池教育長 

  よろしいですか。それではお諮りします。議案第 47号「伊豆の国市公民館運営審議

会委員の委嘱について」は承認でよろしいでしょうか。 

■委員一同 

 （異議なし） 

■菊池教育長 

  議案第 47号「伊豆の国市公民館運営審議会委員の委嘱について」は、承認されまし

た。 

  これで、本日予定されました付議事項につきましては、すべて終了しました。 

  ここで、９月定例会を閉会といたします。 

   

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 10月 日 

 

           署名委員               ○印 

 

 

署名委員               ○印 

 

 


